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 要  旨 
近年、インターネットの拡大やそれに伴うWebサービスなどの普及によって、インターネット
を活用したオンラインでの楽曲提供が盛んに行われている。音楽に関するWebサービスはその数
も規模も増大しており、大量の楽曲の配信を行っている。これによりユーザにとって楽曲の入手
が手軽になる一方で、大量の楽曲の中から好みの楽曲を探さなければならないという問題が生じ
るようになった。 
この問題を解決するのが音楽推薦システムである。音楽推薦システムはアイテムの属性や内
容、さらにはユーザの視聴履歴や購入履歴などをもとにしてお薦めの楽曲を推薦する。音楽推薦
システムによって楽曲探索にかかる手間は大幅に軽減できる。 
これに伴って音楽推薦の分野ではこれまでに様々な研究が行われているが、従来の音楽推薦シ
ステムの多くは推薦システムの嗜好性に重きを置いており、推薦の際の意外性については十分考
慮しているとは言えない。そこで本研究では、意外性を十分考慮しつつ嗜好性との両立を図った
音楽推薦手法を提案することを目的とした。 
この目的を達成するため、以下のような手法を提案した。 
(1)マイクロブログにおける友人関係の利用 
 ユーザ間の友人関係が推薦の価値に影響すると考え、マイクロブログにおける友人関係を利用
した。システムがユーザにとって興味のある推薦結果を提示する可能性を高めるため、マイクロ
ブログにおける友人関係を用いてユーザ間の比較を行った。 
(2)意外性係数を用いたユーザ比較 
 推薦対象ユーザにとって意外性のあるユーザを選び出すため、ユーザの音楽に対する嗜好を
「属性傾向」と「要素嗜好」という 2 つの指標に分解し、これらを用いてユーザ間の「意外性係
数」を定義した。意外性係数は、ユーザが推薦対象ユーザに対してどれだけ「意外性のあるユー
ザ」として適しているかを示す値である。ユーザの意外性係数が高ければ高いほど、そのユーザ
を推薦に用いることで「意外性のある推薦」になる可能性が高い。本研究では意外性係数を用い
て推薦対象ユーザとその友人ユーザを比較し、意外性係数が高いユーザを用いて音楽推薦を行う
手法を提案した。 
 提案した手法の有用性を確認するため推薦システムの実装を行い、評価実験を行った。実験の
結果、推薦結果において意外性と嗜好性をある程度両立できていることを確認し、本研究の有用
性を示した。 
 
 
